
片側交互通行の安全走行確保のため、視認性の高いバルーンライ
トや電光掲示板やチューブライトを設置するとともに、道路の張り出
した草の除草、落ち葉の清掃、穴ぼこの補修、ゲリラ豪雨対応など
現道の維持管理を徹底した。

当該地域においては現場発泡ウレタン軽量盛土工法の施工事例が無く、今後同様の事例が発
生した場合円滑に対応できるよう、現場技術者の技術力向上のため建設業関係者を対象にし
た現場見学会を実施した。

工事期間中は現道（片側１車線）を確保して共有しつつ、狭小な作業スペースで工事を実
施する必要が生じた。厳しい条件のなか効率的に作業を進められるよう施工方法の見直
しに取り組み、新型機械（テレスコピック式クローラークレーン）を使用することで、通常機
械による施工方法に比べ、仮設架台を縮小させるとともに作業の大幅な効率化を図るこ
とで、約1ケ月間工程を短縮することができた。

道路交通の安全確保のため、応急対策により片側１車線を確保している路側の安
全性を確認・監視しながら施工する必要があり、トータルステーションによる定期計
測を行い、地盤変動を監視しながら施工を行った。

当該路線は、地域唯一の幹線道路であるにもかかわらず、７月の被災で路
線が崩壊したことから全面通行止となり、狭い生活道路を迂回せざるを得な
かった。観光者の多い地域であったため、明確な迂回路標識を設置し全面
通行止期間中の円滑な道路事情への配慮を実施した。また地域住民から
は雪が降る前に全面通行止を解除することを強く求められていたため、片
側1車線の復旧を優先し11月中旬には解除することが出来た。
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